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序

揖斐川の最上流部に位置する徳山村は、徳山ダム建設に伴って全村水没するこ

ととなり、昭和62年4月1日をもって藤橋村に合併されました。徳山地区には豊

かな自然とともに、旧石器時代にまでもさかのぼる数多くの遺跡が残されていま

すが、これら歴史的な文化遺産も多くが水没することとなりました。

このため、水資源開発公団の委託を受け、昭和61年度から岐阜県教育委員会が

発掘調査に着手し、平成3年度からは側岐阜県文化財保護センターが引き続いて

発掘調査を継続しております。これまで空白であった岐阜県と滋賀県、福井県の

接点でもあるこの地域の、東西・南北の文化交流の様相などの解明が期待される

ことから、全国的にも注目を集めています。

本報告書は、徳山ダム水没地区埋蔵文化財発掘調査報告の第5集であり、平成

3年度に実施した「長吉遺跡」と「普賢寺跡」の調査成果をまとめたものです。

この報告書の刊行にあたり、発掘調査及び出土品の整理・報告書の作成に際し

ましてご指導。ご協力を賜りました関係諸機関・各位に厚くお礼申し上げるとと

もに、本書が東海地方のあけぼのの解明に多少なりとも資する所があればと願う

ものです。今後とも一層のご指導．ご協力をお願い申し上げます。

平成6年12月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長吉田 豊
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1．本書は岐阜県揖斐郡藤橋村大字塚字ホキ尻、寺平に所在する長吉遺跡(G19T06419)、同村大字開田

字高に所在する普賢寺跡(G19F06694)の発掘調査報告書である。

2．本調査は徳山ダム建設事業に伴うもので、水資源開発公団から岐阜県教育委員会を通じて委託を受

け、財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。発掘調査面積は長吉遺跡がl,277m、普賢寺跡が

408m>である。

3．発掘調査は平成3年度に実施し、岐阜県文化財保護審議会委員愛知学院大学教授大参義一氏の指

導のもとに宇野治幸、鈴木昇が担当した。

4．本書に記載した遺物の実測は次の者が行った（50音順)。

小坂宗和・篠田通弘・鈴木昇・千藤克彦・牧村美和子

5．実測図等のトレースは実測者の他、次の者が行った(50音順)。

木本千春・関晶子・竹中栄子・堀尚人

6．遺物の写真撮影、現像、引伸しは篠田が行った。

7．本書の執筆は次の通りで、編集は篠田が行った。

第1章第1節、第2章、第3章、第4章第1節、第5章、

第6章、第7章第1節、第8章……･…･･･……………．．……………･…･……･…篠田通弘

第4章第2節、第7章第2節………………･……………･…………･………･…･･千藤克彦

第4章第3節、第7章第3節……･･･……･……･…･…･……………………･….…鈴木昇

第1章第2節…･…･……･………･……．．……･………･……･…………･………．．…小坂宗和

なお、第9章は指導調査員大参義一氏より玉稿を賜った。

8．水準測量、地形測量、空中写真撮影は、（株）イビソクに委託して行った。

9．発掘調査および報告書作成にあたっては次の方々や諸機関からご助言．ご指導。ご協力をいただい

た。記して感謝の意を表する次第である（敬称略)。

伊藤禎樹・稲村繁・大橋保夫・大牧冨士夫・加藤賢二・重松和男・根尾弥七・増山たづ子・松田順

一郎・横幕大祐・揖斐谷の自然と歴史と文化を語る集い(揖斐谷ミニ学会）・徳山村の歴史を語る会

水資源開発公団・藤橋村・久瀬村・揖斐川町・揖斐県事務所・西濃教育事務所

10．発掘調査作業、ならびに調査記録および出土品の整理等には次の方々 の参加･協力を得た(50音順)。

発掘調査泉武光・市田岱子・臼井郷弘・小倉富恵・川口ふじゑ・小玉春子・清水おぎの．清水義太・

高橋しも・高橋と志ゑ・高橋利美・高橋花子・高橋みつゑ・竹中としえ・竹中直太・玉木勝・土屋

重義・中石たけ・長瀬重一・福田基二・本多博道・増元なつゑ・松原保一・山岸孝枝・山田定一

整理作業伊藤節子・江間香代子・河本節子・駒田香絵・酒向邦子・高蔦桂子・竹中卓也・棚橋つや

子・中村とよみ・松岡美代子・水谷八重子・山本真理・米津光枝・脇野伸子・和田恵利子

11.本報告書で使用した土層・土器の色調は、小山正忠・竹原秀雄『標準土色帖」（9版、1989）を目測
にて表記した。

12．調査記録および出土品は、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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